
 
 

第 181 回  学長定例記者会見 発表事項 2 

 

令和 7 年７月 2５日 

 

 

次世代の Global Innovation を牽引する 

日アフリカ間の科学技術分野の大学連携 

第 9 回アフリカ開発会議（TICAD9）テーマ別イベント 

日アフリカ大学シンポジウム開催のお知らせ 

 

 

広島大学は、第 9 回アフリカ開発会議（TICAD9）のテーマ別イベントとし

て、2025 年８月２０日、「Global Innovation 日アフリカ大学シンポジウ

ム～日アフリカ間の人材育成、科学技術協力の未来を描く～」を実施します。 

 

若年人口の増加と経済成長の潜在力を背景に、アフリカの国際的な重要性が

高まっており、2025 年を「アフリカの若者とイノベーションの年」と位置

づけたアフリカ連合（AU）の方針のもと、日アフリカ間の人材育成と科学技

術協力は一層重要性を増しています。 

 

これまで日本とアフリカの高等教育協力は、主に支援型の枠組みが中心でし

たが、近年はアフリカの大学が自立的に教育・研究を行えるよう、知識や技

術の移転や対等な連携が求められています。広島大学はその先駆けとして、

202４年 11 月にはアフリカ連合が設置するパンアフリカン大学と世界初の

大学間協定を結び、科学技術分野での学術・教育連携の拡大に取り組んでい

ます。 

 

本シンポジウムでは、気候変動、公衆衛生、持続可能な開発といった共通課

題の解決に向け、日本とアフリカの政府・大学・研究機関等関係者が意見交

換を行い、科学技術分野における持続的な人的交流やイノベーションを支え

る教育・研究基盤の構築に向けた可能性を探ります。 

 

【日  時】令和７年（202５年）８月 20 日（水）10:00～11:30 

【会  場】パシフィコ横浜（横浜国際平和会議場） 展示ホール D 

（神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１−１） 

【形  式】対面 

【対  象】どなたでもご参加いただけます 

【言  語】英語 ※同時通訳あり 



【参加費用】無料 

※メディアの方は、すべてのプログラムについての取材が可能です。 

 

＜ プ ロ グ ラ ム （調整中）＞  

時間  プログラム 

10:00-10:05 開会挨拶（広島大学学長 越智光夫） 

10:05-10:25 基調講演① 

アフリカ開発銀行 教育・技能開発マネージャー 

Hendrina C. Doroba（ヘンドリーナ・C・ドロバ）氏 

10:25-10:45 基調講演② 

START International 名誉事務局長 Hassan Virji 

（ハッサン・ヴィルジ） 氏 

10:45-11:30 パネルディスカッション「日アフリカ間の人材育成と科学

技術協力の未来」 

【登壇者（調整中）】 

①パンアフリカン大学 学長 Jean Koulidiati（ジャン・

クリジャーチ）氏 

② RUFORUM（ 農 業 能 力 構 築 の た め の 地 域 大 学 フ ォ ー ラ

ム）事務局長 Patrick Okori（パトリック・オコリ）氏 

③ エ ジ プ ト 持 続 可 能 開 発 機 構 事 務 局 長  Bahaa El-

Ghannam（バハー・イルガンナム）氏 

④ ジ ョ モ ・ ケ ニ ヤ ッ タ 農 業 技 術 大 学 学 長  Victoria  

Wambui Ngumi（ビクトリア・ワンブイ・ングミ）氏 

⑤⽂部科学省高等教育局参事官（国際担当） 佐藤邦明氏 

⑥住友商事株式会社 アフリカ支配人 

アフリカ住友商事会社 社長 

中東・アフリカ住友商事グループ Deputy CEO 

新田臣平氏 

⑦広島大学 医系科学研究科教授 新福洋子 

 

【モデレーター】 

・広島大学理事補佐 Hany El-Shemy 

 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学国際室国際部グローバル化戦略グループ 吉盛・河原林 

Tel：082-424-4621 

E-mail：g-strategy-gl@office.hiroshima-u.ac.jp 

 


